
に
住
ん
で
い
た
が
、
米
国
人
の
み
な
ら
ず
十
数

カ
国
・
地
域
か
ら
来
て
い
る
学
生
た
ち
と
の
共

同
生
活
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

人
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
香
港
人
の
ジ
ョ
ー
が
二
人

で
中
華
料
理
を
つ
く
っ
て
私
に
ご
ち
そ
う
し
て

く
れ
た
こ
と
や
、
急
病
で
倒
れ
た
寮
生
を
ノ
ル

ウ
ェ
ー
人
の
偉
丈
夫
の
シ
ェ
ル
や
米
国
人
の
医

学
生
リ
ッ
ク
と
協
力
し
て
病
院
に
担
ぎ
込
ん
だ

こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
景
を
私
は
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
す
。
彼
ら
の
英
語
は
発

音
も
発
想
も
多
様
だ
が
、
人
と
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
は
普
遍
的
で
あ
っ
た
。

「
国
際
英
語
」
教
育
の
実
践

帰
国
後
は
、
東
京
国
際
大
学
の
教
壇
に
立
ち

な
が
ら
講
師
を
務
め
た
ラ
ジ
オ
講
座
『
百
万
人

の
英
語
』
に
お
い
て
、
念
願
の
「
国
際
英
語
」

教
育
を
実
践
し
た
。
た
と
え
ば
、
ゲ
ス
ト
と
し

て
は
、
米
国
人
だ
け
で
な
く
マ
レ
ー
シ
ア
、
香

港
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
研
究
者
や
留
学
生

を
次
々
と
ス
タ
ジ
オ
に
招
き
、
日
本
式
英
語
の

私
と
の
対
談
を
実
施
し
た（
一
九
八
九
〜
九
〇

年
）。
ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
ゲ
ス
ト
は
、
国
際
文

化
教
育
交
流
財
団
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
奨
学

生
で
あ
る
ス
ニ
ル
・
ナ
ワ
ラ
ト
ネ
さ
ん
で
あ
り
、

ご
専
門
の
経
営
学
の
観
点
か
ら
、
日
本
と
ス
リ

ラ
ン
カ
の
関
係
や
、
当
時
の
日
米
貿
易
摩
擦
に

つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
ス
リ
ラ
ン
カ
英
語
で

お
話
し
い
た
だ
い
た
。

大
阪
大
学
に
お
け
る
現
在
の
自
分
の
英
語
ク

ラ
ス
で
は
、
授
業
当
日
の
世
界
中
の
ニ
ュ
ー
ス

メ
デ
ィ
ア
を
視
聴
し
、
読
み
比
べ
、
英
語
で
話

し
合
う
と
い
う
授
業
を
実
践
し
て
い
る
。
私
は

早
朝
に
起
き
て
衛
星
テ
レ
ビ
の
英
語
ニ
ュ
ー
ス

を
録
画
し
て
授
業
で
扱
う
話
題
を
選
び
、
さ
ら

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
各
国
の
英
字
新

聞
に
お
け
る
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
を
検
討

し
て
、
授
業
に
備
え
る
。
例
え
ば
、
パ
レ
ス
チ

ナ
問
題
に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
保
守
派
の

T
he
Jerusalem

P
ost

と
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ

ム
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
るA

l
Jazeera

英
語
版
を

読
み
比
べ
る
と
、
同
じ
事
件
を
反
対
の
方
向
か

ら
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

に
基
づ
く
国
際
英
語
の
学
び
で
あ
る
と
と
も
に
、

英
語
教
育
と
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
統

合
で
も
あ
る
。

授
業
当
日
の
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
を
素
材
と
す

る
の
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ら
ば

ど
の
学
生
に
と
っ
て
も
内
容
を
知
る
べ
き
必
然

性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
英
語
の
授
業

を
、
英
語
使
用
の
単
な
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
な
く
、
英
語
使
用
の
本
番
と
位
置
付
け
て

い
る
。

こ
れ
か
ら
も
「
国
際
英
語
」
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
微
力
な
が
ら
日
本
と
世
界
の

友
好
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

最
後
に
、
法
学
部
の
学
生
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
英
語
教
育
の
実
践
と
研
究
を
通
じ

て
日
本
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
志
を
立
て
た
自

分
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
国
際
文
化
教
育
交

流
財
団
に
、
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
御
礼
申
し
あ

げ
た
い
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記

本奨学事業は、日本万国博覧会記念機構（http://www.expo70.or.jp）の助成金を得て実施している

国際英語をテーマとするMacao International Forumでの招待講演
者として（於 Macao Polytechnic Institute, マカオ,２０１０年１２月）
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国
際
英
語
と
し
て
の

J
a
p
a
n
e
s
e
E
n
g
lis
h

「
ア
メ
リ
カ
英
語
や
イ
ギ
リ
ス
英
語
と
い
う
も

の
が
あ
る
な
ら
ば
、
同
様
に
日
本
式
英
語
が
認

め
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
て

い
た
法
学
部
生
の
自
分
が
日
本
の
図
書
館
で
出

会
っ
た
の
が
、
ハ
ワ
イ
に
あ
る
イ
ー
ス
ト
・
ウ

エ
ス
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
ラ
リ
ー
・
ス
ミ

ス
氏
に
よ
る
論
文
で
あ
る
。「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
英
語（
国
際
英
語
）に
お

い
て
は
、
非
母
語
話
者（
ノ
ン
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
）

の
発
音
の
通
用
度
は
母
語
話
者（
ネ
イ
テ
ィ
ブ
）

の
発
音
に
決
し
て
劣
ら
な
い
」
と
い
う
事
実
を

実
験
に
よ
っ
て
確
か
め
た
研
究
で
あ
り
、
ま
さ

に
目
か
ら
鱗
で
あ
っ
た
。

実
際
、
英
語
の
非
母
語
話
者
が
聴
き
手
の
と

き
に
は
、
音
の
脱
落
や
連
結
が
頻
繁
に
起
こ
る

米
国
式
の
発
音
よ
り
も
、
す
べ
て
の
音
を
律
義

に
発
音
す
る
日
本
式
の
英
語
発
音
の
ほ
う
が
通

じ
や
す
い
場
合
が
多
い
。
そ
れ
が
国
際
英
語
の

現
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
発
音
以
外
の
面
で
も
、

日
本
的
な
価
値
観
や
思
考
様
式
を
表
現
す
る
に

は
、
英
米
語
よ
り
もJapanese

E
nglish

の
ほ

う
が
適
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
従
来
の
英
語

教
育
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
結
論
を
最
初
に

述
べ
て
そ
の
根
拠
を
付
し
て
い
く
米
国
式
の
論

理
展
開
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
す
る
の
が
常
識
と

さ
れ
て
い
る
が
、
国
際
英
語
と
し
て
のJapa-

nese
E
nglish

の
視
点
に
立
っ
て
日
本
の
伝
統

的
な
「
起
承
転
結
」
を
英
語
に
応
用
す
る
な
ら

ば
、「
転
」
の
と
こ
ろ
で
相
反
す
る
側
面
も
吟

味
で
き
、
結
論
が
先
行
す
る
米
国
式
に
は
欠
け

が
ち
な
部
分
を
補
う
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
議
論

が
可
能
に
な
る
。

国
際
英
語
を
ハ
ワ
イ
で
体
験

ハ
ワ
イ
大
学
大
学
院
の
英
語
教
育
学
研
究
科

に
留
学
し
て
、
後
に
国
際
英
語
論
の
先
駆
者
と

し
て
世
界
的
な
名
声
を
得
る
ラ
リ
ー
・
ス
ミ
ス

先
生
の
若
き
日
々
に
師
事
し
て
研
究
を
行
い
、

当
時
は
ま
だ
黎
明
期
で
あ
っ
た
こ
の
新
し
い
学

問
の
形
成
に
参
加
で
き
た
こ
と
が
、
今
日
の
自

分
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
学
院
で
の
理
論
的
な
研
究
に
加
え

て
、
ハ
ワ
イ
で
の
二
年
間
は
、
国
際
英
語
を
生

活
の
な
か
で
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は

ハ
ワ
イ
大
学
の
近
く
に
あ
っ
た
民
間
の
学
生
寮

●
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長
で
あ

る
故
石
坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
世
界
三
一
カ
国
の
大
学
・
大
学
院

へ
一
八
三
名
の
日
本
人
留
学
生
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
世

界
三
七
カ
国
五
二
九
名
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金
の
供

与
や
講
演
会
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

英
米
語
を
超
え
た
国
際
英
語
の

教
育
を
志
し
て

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
一
九
八
〇
年
度
奨
学
生
。
八
〇
年
大
阪
大
学
法
学

部
卒
業
。
八
〇
〜
八
二
年
米
国
ハ
ワ
イ
大
学
大
学
院
英
語
教
育
学
研
究
科
留

学
、
修
士
課
程
修
了
。
八
三
年
国
際
商
科
大
学（
現
東
京
国
際
大
学
）専
任
講

師
、
八
八
年
助
教
授
。
九
〇
年
大
阪
大
学
言
語
文
化
部（
現
大
学
院
言
語
文

化
研
究
科
）専
任
講
師
、
九
三
年
助
教
授
、
二
〇
〇
八
年
よ
り
現
職
。

日
野
信
行

ひ
の

の
ぶ
ゆ
き

大
阪
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
教
授
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